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令
和
5
年
3
月
1
日
か
ら
27
日
ま
で
3
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
令
和
5
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
し
て
各
特
別
会
計
の

予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

住
民
の
く
ら
し
を
守
れ
！

　

�

髙
木
義
道　
議
員

　
地
方
自
治
体
は
福
祉
の
増
進

を
責
務
と
す
る
。
住
民
の
皆
さ

ん
の
く
ら
し
を
守
り
、
子
育
て

支
援
、
高
齢
者
福
祉
が
充
実
し

た
施
策
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
児
童
セ
ン
タ
ー
・
チ
ョ

イ
ソ
コ
ふ
そ
う
・
子
ど
も
の
医

療
費
な
ど
評
価
す
べ
き
事
業
の

反
面
、
保
育
士
の
適
正
な
配
置
、

小
中
学
校
の
少
人
数
学
級
、
学

校
給
食
の
無
償
化
、
教
師
の
増

員
、
補
聴
器
・
ゴ
ミ
出
し
な
ど

の
高
齢
者
支
援
、
道
路
・
街
路

灯
の
安
全
対
策
な
ど
課
題
を
積

み
残
し
た
予
算
と
考
え
る
。
自

公
政
権
に
よ
る
悪
政
の
防
波
堤

と
し
て
住
民
の
い
の
ち
と
く
ら

し
を
守
り
、
業
者
の
営
業
を
応

援
す
る
積
極
的
施
策
が
必
要
で

あ
り
、
本
予
算
に
は
反
対
す
る
。

反反

対対

討討

論論

予防接種に助成
おたふくかぜと帯状疱疹のワクチン接種
費の助成を行い感染症対策に取り組みま
す。
� １５０４万円

女性団員を配置
消防団に本部付け団員として、女性団員
を配置します。
� ４９万円

子育て世帯を応援
学校給食費値上げ分１食２０円、保育園の
主食費及び副食費値上げ分１食６円を町が
負担します。
� １１２５万円

令和５年度　一般会計令和５年度　一般会計 １１２億５８００万円　主な事業１１２億５８００万円　主な事業

令
和
5
年
度
一
般
会
計
予
算
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着
実
に
安
全
に
執
行
！

�

兼
松
伸
行　
議
員

　
主
な
事
業
と
し
て
民
生
費
で

は
児
童
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費
、

総
務
費
で
は
公
共
交
通
関
連

（
チ
ョ
イ
ソ
コ
ふ
そ
う
）事
業
と

し
て
１０
月
か
ら
本
格
運
行
移
行

に
向
け
て
準
備
を
進
め
、
車
両

管
理
費
と
し
て
公
用
車
の
２
台

を
Ｅ
Ｖ
車
に
買
い
替
え
る
。
衛

生
費
で
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
空

調
設
備
改
修
工
事
費
と
し
て
空

調
の
整
備
、
教
育
費
で
は
小
学

校
校
舎
大
規
模
改
造
事
業
費
と

し
て
山
名
小
学
校
非
構
造
部
材

の
耐
震
化
改
修
工
事
、
小
学
校

体
育
館
の
大
規
模
改
修
工
事
を

行
う
。
農
林
水
産
業
費
負
担
金

で
は
斎
藤
地
区
に
丹
羽
用
水
調

整
池
の
用
地
取
得
を
行
う
な
ど

様
々
な
事
業
を
予
算
化
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
事
業
を
着
実
に

安
全
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
お

願
い
し
、
賛
成
す
る
。

賛賛

成成

討討

論論

定住人口を促進
若者世帯や子育て世帯の本町への長期優良住宅等
の取得による移住・定住を促進し、定住人口の増
加と活力あるまちづくりを推進します。
� ２０００万円

公共施設のＷｉ－Ｆｉ環境整備
総合福祉センター、いこいの家、図書館、学習等
供用施設（高雄、扶桑東、山名西、柏森中央）にＷ
ｉ－Ｆｉ環境の整備を行います。
� ２１７万円

カーボンニュートラルに向けて
電気自動車等充給電設備及び家庭用燃料電池シス
テムの補助を行います。
� ７９２万円

児童センターの管理運営
� ２６２２万円

令和５年度　一般会計令和５年度　一般会計
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総
務
建
設
常
任
委
員
会

令
和
４
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
14
号
）（
所
管
部
分
）

　　
　
公
共
施
設
建
設
基
金
積
立
金

が
２
億
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

　
　

役
場
・
学
校
以
外
の
公
共
施

設
の
建
設
及
び
改
修
工
事
に
充
て

て
い
く
基
金
で
、
保
育
園
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
文
化
会
館
等
の
大
き

な
改
修
が
今
後
見
込
ま
れ
る
中
、

財
源
と
な
る
歳
入
・
歳
出
の
差
額

が
今
回
の
補
正
で
出
て
き
た
の
で
、

基
金
積
み
立
て
を
計
上
し
た
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
議
案
１１
件
、
承
認

案
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

問答

農
業
委
員
会
委
員
等
報
酬

　
　
減
額
理
由
は
。

　
　

令
和
４
年
度
よ
り
制
度
改
正

が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
と
し
て
は

農
地
の
集
積
や
集
約
化
の
推
進
活

動
、
遊
休
農
地
の
解
消
、
農
業
委

員
本
人
の
活
動
日
数
等
に
よ
る
成

果
・
活
動
実
績
に
応
じ
た
配
分
見

直
し
が
行
わ
れ
、
交
付
金
の
減
額

に
伴
い
委
員
報
酬
を
減
額
と
し
た
。

令
和
５
年
度
扶
桑
町
下
水
道
事
業
会
計
予
算

下
水
道
受
益
者
負
担
金

　
　
負
担
金
の
内
容
は
。

　
　

現
在
、
下
水
道
の
整
備
普
及

を
進
め
て
お
り
、
下
水
道
の
整
備

が
完
了
し
た
区
域
に
入
っ
た
段
階

で
、
接
続
の
有
無
と
は
別
に
１
回

限
り
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

４
０
０
円
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く

も
の
で
あ
る
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会（
総
務
建

設
常
任
委
員
会
所
管
部
分
）へ
の

付
託
案
件
と
し
て
、
令
和
５
年
度

扶
桑
町
土
地
取
得
特
別
会
計
予
算

を
含
む
、
議
案
３
件
を
審
査
し
ま

し
た
。

問答問答

小
渕
江
南
線
整
備
関
連
事
業
費

　
　
交
通
安
全
対
策
工
事
と
し
て

計
上
さ
れ
て
い
る
が
内
容
は
。

　
　
（
仮
称
）新
愛
岐
大
橋
が
で
き

る
関
係
で
、
道
路
開
通
に
際
し
て

地
区
か
ら
提
案
さ
れ
た
危
険
箇
所

と
要
望
を
集
約
し
て
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
や
交
差
点
の
レ
ン
ガ
色
塗
装

等
を
中
心
に
、
令
和
１０
年
頃
ま
で

継
続
し
て
計
画
実
施
し
て
い
る
。

住
宅
用
地
球
温
暖
化
対
策
設
備
設

置
費
補
助
金

　
　
電
気
自
動
車
等
充
給
電
設
備

が
追
加
さ
れ
て
い
る
が
何
件
分
を

見
込
ん
で
い
る
か
。

　
　

予
算
と
し
て
は
、
Ｖ
２
Ｈ
と

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
を
新
規
追
加
の
補

助
対
象
と
し
て
お
り
、
Ｖ
２
Ｈ
分

と
し
て
は
２０
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

問答問答

令
和
５
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
予
算

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会
所
管
部
分
）

　
広
報
紙
配
布
業
務
委
託
料

　
　
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　

令
和
３
年
度
か
ら
感
染
症
対

策
と
し
て
始
め
、
令
和
４
年
度
か

ら
は
地
域
の
負
担
軽
減
と
し
て
も

全
戸
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
配
布
を
行
っ

た
。
令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
事

業
者
委
託
に
よ
り
全
戸
配
布
し
て

い
き
た
い
。

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業
費

　
　
掲
載
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
で
あ
る「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
」の
自
治
体
紹
介
枠
に
、
扶

桑
町
が
目
に
留
ま
り
や
す
く
す
る

た
め
、
町
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
や
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
増
加
に
繋
げ
る
た

め
に
掲
載
す
る
委
託
料
で
あ
る
。

問答問答

こんなことを聞きましたこんなことを聞きました

（交差点のレンガ色塗装）
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福
祉
文
教
常
任
委
員
会

令
和
４
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
14
号
）（
所
管
部
分
）

　　
　
学
校
教
育
課
の
交
付
金
、
奨

学
金
返
還
支
援
助
成
金
が
減
額
さ

れ
て
い
る
が
予
定
は
何
人
だ
っ
た

か
。

　
　

予
算
積
算
の
段
階
で
は

３
５
０
人
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は

74
人
で
あ
っ
た
。

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
と
し
て
、
議
案
９
件
、
陳
情

３
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

問答

整
備
さ
れ
た
時
点
で
水
洗
ト
イ
レ

に
変
更
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
扶
桑
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　　
　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
が

減
っ
て
い
る
理
由
と
今
後
は
。

　
　

保
険
税
の
県
下
統
一
を
目
指

す
中
で
繰
入
金
は
な
く
し
て
い
く

方
針
で
あ
る
。
加
入
者
が
病
気
に

な
ら
な
い
体
づ
く
り
に
シ
フ
ト
し

て
、
特
定
検
診
・
人
間
ド
ッ
ク
事

業
を
行
い
疾
病
を
減
ら
し
て
い
く
。

令
和
5
年
度
扶
桑
町

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　　
　
介
護
給
付
費
準
備
基
金
繰
入

金
の
残
高
は
。
令
和
６
年
度
の
保

険
料
引
き
下
げ
が
で
き
る
か
。

　
　

基
金
を
取
り
崩
し
て
介
護
保

険
料
の
算
定
を
す
る
よ
う
検
討
す

る
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会（
福
祉
文

教
常
任
委
員
会
所
管
部
分
）へ
の

付
託
案
件
と
し
て
、
令
和
５
年
度

扶
桑
町
一
般
会
計
予
算
を
含
む
、

議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

問答問答

学
習
等
供
用
施
設
管
理
運
営
費
等

　
　
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
始
め
て

接
続
の
際
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入

力
が
必
要
か
。

　
　

図
書
館
の
学
習
室
・
い
こ
い

の
家
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
よ
る
認
証
方
式
を
と
る
。
学

校
配
付
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
の
際
や
、

学
習
等
供
用
施
設
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
の

接
続
を
想
定
し
て
い
る
。

児
童
遊
園
整
備
費

　
　
東
川
児
童
遊
園
に
水
洗
ト
イ

レ
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

現
状
は
。

　
　

児
童
遊
園
の
数
は
４３
箇
所
で

ト
イ
レ
の
あ
る
児
童
遊
園
は
３１
箇

所
。
そ
の
う
ち
１５
箇
所
が
下
水
接

続
済
み
で
あ
る
。
公
共
下
水
道
が

問答問答

令
和
５
年
度
扶
桑
町
一
般
会
計
予
算

（
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
所
管
部
分
）

　
予
防
接
種
事
業
費

　
　
帯
状
疱
疹
に
は
生
ワ
ク
チ
ン

と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
が
、

当
町
の
助
成
は
。

　
　

両
ワ
ク
チ
ン
を
比
較
し
発
症

抑
制
効
果
が
高
い
と
い
う
デ
ー
タ

を
基
に
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
し
た
。

理
学
療
法
士
等
派
遣
事
業
委
託
料

　
　
委
託
料
の
内
容
は
。

　
　

地
区
宅
老
や
自
主
グ
ル
ー
プ

の
一
般
の
介
護
予
防
に
向
け
た
活

動
支
援
を
行
う
た
め
、
理
学
療
法

士
等
を
派
遣
す
る
も
の
。

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
費

　
　
コ
ン
ビ
二
交
付
手
数
料
や
コ

ン
ビ
ニ
交
付
自
治
体
基
盤
ク
ラ
ウ

ド
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
等

が
昨
年
度
比
４
倍
ほ
ど
増
加
し
て

い
る
。
原
因
は
。

　
　

こ
の
二
つ
は
件
数
×
単
価
と

な
っ
て
い
る
た
め
件
数
が
増
え
れ

ば
ど
ち
ら
も
増
え
る
。

問答問答問答

予算決算特別委員会予算決算特別委員会

（児童遊園水洗トイレ）
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令和5年第1回（3月）扶桑町議会定例会　議員別審議結果一覧表令和5年第1回（3月）扶桑町議会定例会　議員別審議結果一覧表

可決した意見書
◦�安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める意見書 

意見書の全文は、扶桑町ホームページ（扶桑町議会）に掲載しています。

○賛否が分かれた案件

会派・議員
議案等

議
決
結
果

桑政クラブ 日　本    
共産党

公
明
党

扶
桑
新
政
ク
ラ
ブ

無
所
属

無
所
属

無
所
属

伊
藤
　
　
猛

大
河
原
光
雄

兼
松
　
伸
行

小
室
　
輝
義

近
藤
　
　
裕

澤
田
　
憲
宏

杉
浦
　
敏
男

丹
羽
　
友
樹

間
宮
　
幹
男

髙
木
　
義
道

荒
木
　
孝
三

佐
藤
智
恵
子

千
田
　
利
明

千
田
　
勝
文

矢
嶋
　
惠
美

和
田
　
佳
活

◆議案

第７号 扶桑町手数料条例の一部を改正する条例について 可
決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 ●

※ ● ○ ○ 〇 〇 ○

第1７号 令和5年度扶桑町一般会計予算 可
決 〇 〇 〇

※ － 〇 〇 〇 〇 〇 ●
※ ● ○ ○ 〇 〇 ○

第19号 令和５年度扶桑町国民健康保険特別会計予算 可
決 〇 〇 〇 － 〇 〇

※ 〇 〇 〇 ● ●
※ ○ ○ 〇 〇 ○

第20号 令和５年度扶桑町介護保険特別会計予算 可
決 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 ●

※ ● ○
※ ○ 〇 〇 ○

◆陳情

陳情 安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇
改善を求める陳情

採
択 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ●

陳情 介護保険制度の改善を求める陳情
不
採
択

● ● ● － ● ● ● ● ● ○
※ 〇 ● ● ● ● ●

陳情 医療・介護・保育・福祉などの職場で働くすべて
の労働者の大幅賃上げを求める陳情

不
採
択

● ● ● － ● ● ● ● ● ○
※ 〇 ● ● ● ● ●

賛否状況　○：賛成　●：反対　−：議長は採決に加わらない　※：討論者   

令和4年度　議長交際費と政務活動費　報告令和4年度　議長交際費と政務活動費　報告

費目 件数 金額（円）
会費 1 10,000
弔慰 9 92,250
賛助 3 15,000
合計 13 117,250 

収入（円） 支出（円） 返還金（円）研究研修費 調査旅費 資料作成費 広報費 資料購入費 支出合計
桑政クラブ 540,000 0 411,840 0 0 134,280 546,120 0
日本共産党 120,000 0 0 20,790 0 88,470 109,260 10,740

公明党 60,000 52,140 0 0 0 15,900 68,040 0
扶桑新政クラブ 60,000 0 0 0 0 11,160 11,160 48,840

無所属（千田勝文） 60,000 0 0 0 77,069 0 77,069 0
無所属（矢嶋惠美） 60,000 0 40,550 0 20,882 41,964 103,396 0
無所属（和田佳活） 60,000 0 0 0 0 31,681 31,681 28,319

※政務活動費収支報告書・議長交際費の詳細は町ホームページでも公開しています。

議長交際費執行状況

各会派等の収支報告内容

政務活動費収支報告

・交付対象　会派又は議員の職にある者
・交付金額　１人当たり年額６万円
・使途基準
　（政務活動費を充てることができる経費の範囲）

研究研修費（研修会等負担金、講師謝礼等）
調査旅費（先進地調査経費）
資料作成費（印刷製本費、翻訳料等）
資料購入費（書籍、資料等の購入費）
広報費（広報紙、報告書印刷費等）
会議費（会議費、器材借上げ料等）
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町政を問う

令
和
５
年

令
和
５
年
３３
月
８
日・９
日

月
８
日・９
日

８８
議
員
が
登
壇
し
、

議
員
が
登
壇
し
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

「ここが聞きたい　これを言いたい」
一般質問は、議員が自身の考えや町民の皆様の
声をもとに町政全般について質問することです。

質問者 件　　名 ページ

澤田　憲宏 保育のICT化（他１件） 8

間宮　幹男 町政の取り組みについて 9

近藤　　裕 ＬＰガスを使用した避難所の設備について 10

大河原光雄 受益者負担の適正化について（他１件） 11

佐藤智恵子 誰も取り残さない社会の取り組みについて（他１件） 12

兼松　伸行 木曽川堤外地と周辺の利活用について（他１件） 13

荒木　孝三 町内の防犯灯について（他２件） 14

髙木　義道 チョイソコふそうについて（他２件） 15
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答

一般質問

パソコンを各園に増設していく

本町の保育園のICT化は

保
育
士
の
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
の
整
備

　
　
現
在
の
保
育
定
員
に
対

す
る
保
育
士
の
確
保
状
況
や

工
夫
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
ク
ラ

ス
担
任
を
正
規
職
員
、
そ
の

他
は
会
計
年
度
任
用
職
員
で

配
置
し
て
い
る
。
近
年
、
支

援
の
必
要
な
園
児
が
増
え
、

当
該
園
児
を
担
当
す
る
加
配

保
育
士
の
採
用
も
増
え
て
い

る
。
ま
た
、
早
朝
・
延
長
保

育
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
必

要
も
あ
り
、
保
育
士
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

保
育
士
を
目
指
す
学
生
を
保

育
補
助
員
に
採
用
し
た
り
、

養
成
校
に
赴
き
本
町
の
保
育

を
紹
介
、
保
育
士
の
有
資
格

者
を
対
象
に
体
験
保
育
を
取

り
入
れ
た
り
し
て
応
募
に
つ

な
げ
て
い
る
。
祝
日
や
土
曜

日
保
育
は
、
実
施
す
る
園
を

集
約
し
、
効
率
的
に
保
育
士

の
配
置
を
し
て
対
応
し
て
い

る
。

　
　
業
務
を
効
率
化
す
る
保

育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組
み
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
保
育

問答問答

を
す
る
中
で
月
週
案
、
保
育

の
記
録
な
ど
の
書
類
作
成
は

記
録
と
し
て
残
す
必
要
が
あ

る
。
書
類
に
費
や
す
時
間
も

多
く
作
成
し
や
す
い
よ
う
に

様
式
を
テ
ン
プ
レ
ー
ト
化
し
、

負
担
軽
減
を
図
り
、
業
務
効

率
化
に
対
応
し
て
い
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
シ
ス
テ
ム
は
業
者
か

ら
の
説
明
や
近
隣
市
町
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
保
育
園
へ
の
視
察

を
行
い
、
本
町
に
と
っ
て
必

要
な
機
能
を
研
究
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
令
和
５
年
度

は
将
来
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
見

す
え
各
保
育
園
に
パ
ソ
コ
ン

を
増
設
す
る
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。

郷
土
芸
能
の
保
存
・
伝
承

　
　
町
内
の
神
楽
ば
や
し
保

存
を
さ
れ
て
い
る
地
区
の
現

状
は
。

　
　
教
育
次
長　
町
内
に
神

楽
ば
や
し
保
存
会
は
１３
地
区

あ
る
。
各
地
区
と
も
会
員
の

高
齢
化
が
進
み
、
指
導
者
不

足
の
現
状
で
あ
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
こ
こ
数
年
は
地

問答

区
の
お
祭
り
が
中
止
に
な
っ

て
お
り
、
神
楽
ば
や
し
の
練

習
も
思
い
通
り
に
で
き
な
い

状
況
で
あ
っ
た
。
会
員
数
は

令
和
３
年
度
は
５
０
１
人
、

令
和
元
年
度
は
６
７
０
人
で

比
較
す
る
と
約
２５
％
減
少
し
、

人
数
の
確
保
に
も
大
変
苦
慮

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
郷
土
芸
能
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
の
本
町
の
取
組
み

と
今
後
は
。

　
　
教
育
次
長　
地
域
の
大

事
な
文
化
と
し
て
郷
土
芸
能

問答

は
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
世

代
間
交
流
の
場
で
も
あ
る
と

認
識
し
、
こ
れ
ま
で
は
町
民

ま
つ
り
な
ど
で
発
表
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
た
。
今
後
は

生
涯
学
習
課
の
事
業
と
連
携

し
て
活
動
成
果
の
発
表
の
機

会
を
新
た
に
設
け
る
な
ど
計

画
し
て
い
く
。
ま
た
、
伝

承
・
保
存
す
る
た
め
に
も
神

楽
ば
や
し
を
実
施
し
て
い
る

様
子
を
デ
ー
タ
で
残
し
、
次

世
代
へ
の
継
承
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

桑政クラブ
澤田憲宏　議員

（北新田　秋祭りでの笛太鼓の奉納の様子）
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答

一般質問

総合戦略の町政取り組みは

積極的にデジタル化を取り入れていく

　
　
「
第
２
期
扶
桑
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
改
定
は
あ
る
か
。

　
　
総
務
部
長　
第
２
期
の

期
間
が
令
和
６
年
度
ま
で
の

た
め
、
次
の
改
定
の
準
備
を

進
め
て
い
く
。
４
つ
の
基
本

目
標
の
重
要
業
績
評
価
指
数

（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）に
つ
い
て
は
、
毎

年
度
、
扶
桑
町
地
方
創
生
総

合
戦
略
審
議
会
に
お
い
て
、

進
捗
状
況
を
踏
ま
え
修
正
し

て
い
る
。
第
２
期
の
戦
略
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
も
大
き
く
、
事
業

の
見
直
し
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
修
正

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
「
第
２
期
扶
桑
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」の
４
つ
の
基
本
目
標
に

お
け
る
成
果
と
課
題
は
。

　
　
総
務
部
長　
総
合
戦
略

の
成
果
と
し
て
は
、
２
０
１
５

年
に
は
扶
桑
町
の
人
口
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
の
予
測

も
、
現
時
点
に
お
い
て
人
口

が
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
、
一

定
の
成
果
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後

問答問答

人
口
が
減
少
に
転
じ
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
た
め
、
引
き

続
き
４
つ
の
基
本
目
標
に
掲

げ
た
事
業
に
取
り
組
む
。
総

合
戦
略
に
つ
い
て
は
令
和
３

年
度
末
、
戦
略
に
掲
げ
る
３３

の
事
業
の
う
ち
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
や

出
産
不
安
解
消
事
業
な
ど
１３

の
事
業
で
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
達
成
。

課
題
と
し
て
、
今
後
予
想
さ

れ
る
人
口
減
少
を
見
据
え
、

子
育
て
支
援
の
強
化
や
課
題

解
決
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
活

用
の
推
進
が
あ
る
。

　
　
扶
桑
町
の
人
口
減
少
社

会
へ
の
対
応
は
。

　
　
総
務
部
長　
令
和
５
年

度
か
ら
は
子
ど
も
課
を
新
設

し
、
子
育
て
支
援
体
制
を
強

化
す
る
こ
と
や
、
定
住
人
口

の
増
加
を
目
的
と
し
た
新
た

な
町
独
自
の
移
住
・
定
住
対

策
と
し
て
、
長
期
優
良
住
宅

等
定
住
促
進
補
助
事
業
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
の
た
め
整
備

を
進
め
て
い
た
扶
桑
町
児
童

セ
ン
タ
ー
が
４
月
に
開
館
予

定
。
子
育
て
支
援
と
併
せ
て
、

問答

扶
桑
町
の
魅
力
を
町
外
へ
発

信
す
る
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
の
今
後
の
対
応
は
。

　
　
総
務
部
長　
昨
年
１２
月
、

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
総
合
戦
略
」が
閣
議
決

定
さ
れ
、
そ
の
詳
細
な
説
明

会
が
今
年
２
月
に
愛
知
県
で

行
わ
れ
た
。
国
の
総
合
戦
略

の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
東

京
圏
へ
の
過
度
な
一
極
集
中

の
是
正
や
多
極
化
を
図
る
も

の
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
に
よ
り
、

社
会
情
勢
が
変
化
し
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
普
及
や
地
方
移
住

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

中
、
地
域
の
課
題
を
デ
ジ
タ

問答

ル
の
力
を
活
用
し
、
成
長
の

原
動
力
と
す
る
こ
と
で
地

方
創
生
を
加
速
、
深
化
さ

せ「
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が

便
利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
社

会
」を
目
指
す
と
さ
れ
て
い

る
。
国
や
県
の
総
合
戦
略
を

勘
案
し
た
上
で
、
必
要
に
応

じ
て「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
」を
踏
ま
え
た
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
先
行
自
治
体
の
取
り
組

み
な
ど
を
参
考
に
、
本
町
に

適
し
た
事
業
の
導
入
を
進
め

た
い
。
課
題
解
決
の
手
段
と

し
て
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
化

を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

桑政クラブ
間宮幹男　議員

（扶桑町人口ビジョン　
第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略）
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答

一般質問

ＬＰガスを使用した避難所整備は

試算をして判断していく

　
　

東
海
地
震
に
限
ら
ず
、

南
海
ト
ラ
フ
全
体
で
の
大
規

模
地
震
は
そ
の
発
生
確
率
か

ら
、
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
下
に
あ
る
。

ま
た
最
近
で
は
温
暖
化
に
よ

る
異
常
気
象
の
影
響
で
、
大

雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
も
頻

繁
に
起
こ
っ
て
い
る
。
災
害

時
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止

ま
っ
た
場
合
で
の
避
難
所
の

対
応
は
。

　
　
総
務
部
長　
指
定
避
難

所
と
な
る
小
学
校
の
体
育
館

に
お
い
て
、
電
気
は
ガ
ソ
リ

ン
燃
料
に
よ
る
可
搬
式
発
電

機
と
ポ
ー
タ
ブ
ル
非
常
用
蓄

電
池
、
各
１
台
で
投
光
器
等

に
対
応
し
、
ガ
ス
に
つ
い
て

は
丹
羽
石
油
ガ
ス
協
同
組
合

に
協
力
を
お
願
い
す
る
。
水

道
に
つ
い
て
は
、
柏
森
小
学

校
と
山
名
小
学
校
に
は
耐
震

性
貯
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
飲
料
水
に
つ
い
て
は
各

小
学
校
に
１
５
０
リ
ッ
ト
ル

分
を
備
蓄
し
て
い
る
。

　
　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
バ
ル
ク

を
備
え
、
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
を
設
置
す
れ
ば
、
ラ
イ
フ

問答問

ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
災
害
時

に
も
大
容
量
の
ガ
ス
を
使
用

し
て
、
避
難
所
と
な
る
体
育

館
内
の
冷
暖
房
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
非
常
用
電

源
の
確
保
や
給
湯
、
炊
き
出

し
な
ど
の
提
供
も
可
能
に
な

る
。
加
え
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発

電
機
の
設
置
に
よ
り
体
育
館

全
体
の
照
明
利
用
も
可
能
に

な
る
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し

た
避
難
所
整
備
の
考
え
は
。

　
　
総
務
部
長　
学
校
体
育

館
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
バ
ル
ク

の
設
置
を
伴
う
空
調
設
備
を

整
備
す
る
場
合
の
事
業
費

は
、
エ
ア
コ
ン
の
方
式
や
動

力
、
発
電
機
設
置
の
有
無
な

ど
に
よ
り
大
き
く
変
化
す
る
。

仮
に
整
備
す
る
場
合
、
ガ
ス

バ
ル
ク
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

空
調
の
室
外
機
と
非
常
用
発

電
機
が
必
要
と
な
る
の
で
、

本
町
に
お
け
る
必
要
な
設
備

に
つ
い
て
試
算
を
し
て
判
断

し
て
い
く
。

　
　
現
在
、
経
済
産
業
省
で

は「
災
害
時
に
備
え
た
社
会

的
重
要
イ
ン
フ
ラ
へ
の
自
衛

的
な
燃
料
備
蓄
の
推
進
事
業

答問

費
補
助
金
」と
い
う
制
度
が

あ
る
。
近
い
将
来
、
全
国
で

小
中
学
校
の
体
育
館
に
も
冷

暖
房
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

こ
の
補
助
金
制
度
を
利
用
し

て
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
総
務
部
長　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

災
害
バ
ル
ク
等
導
入
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
例
年
当
該
年

度
の
４
月
に
申
請
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
設
計

を
行
っ
た
後
に
、
工
事
費
を

答

当
初
予
算
に
計
上
し
申
請
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
教
育

施
設
と
い
う
利
点
も
活
か
し
、

文
部
科
学
省
の
学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金
へ
の
申
請
も

で
き
る
。
そ
の
た
め
、
体
育

館
へ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
バ
ル
ク

の
設
置
に
伴
う
空
調
設
備
を

整
備
す
る
場
合
に
は
、
ど
ち

ら
の
補
助
金
が
事
業
に
適
し

て
い
る
か
な
ど
補
助
金
の
積

極
的
な
活
用
に
つ
い
て
比
較

検
討
を
進
め
て
い
く
。

桑政クラブ
近藤　裕　議員

（大府市に設置されたＬＰガス災害バルク）
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答

一般質問

児童センターにおける受益者負担は

児童や児童に関係する活動は無料

公
費
負
担
と
受
益
者
負
担
の

適
正
化

　
　
町
と
し
て
の
受
益
者
負

担
の
基
本
的
な
考
え
は
。

　
　
総
務
部
長　
特
定
の
方

が
利
用
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
全
て
を
税
金
で
補

う
と
、
利
用
者
と
利
用
さ
れ

な
い
方
と
の
間
に
不
公
平
が

生
じ
る
。
そ
の
受
益
の
範
囲

内
で
利
用
料
等
を
ご
負
担
い

た
だ
き
、
公
平
性
を
確
保
す

る
こ
と
が
受
益
者
負
担
で
あ

る
。
標
準
事
務
の
金
額
が
政

令
で
定
め
ら
れ
、
定
め
の
な

い
も
の
は
本
町
の
条
例
で
料

金
を
定
め
徴
収
し
て
い
る
。

　
　
受
益
と
負
担
の
適
正
化

に
向
け
て
本
町
の
現
状
か
ら

課
題
は
何
か
。

　

　
町
長　
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
算
定

し
、
公
共
性
・
公
益
性
や
市

場
性
な
ど
を
踏
ま
え
、
受
益

者
負
担
と
公
費
負
担
の
割
合

を
考
え
、
適
正
に
利
用
料
等
を

算
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
現

状
が
適
正
で
あ
る
か
検
証
し
、

必
要
に
応
じ
た
見
直
し
を
行

い
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を

問答問答

図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、

見
直
し
に
は
丁
寧
な
説
明
が

求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
相
当

な
時
間
が
必
要
に
な
る
。

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
に

お
い
て
、
活
動
場
所
の
施
設

利
用
料
な
ど
で
保
護
者
へ
の

受
益
者
負
担
の
懸
念
が
あ
る

が
。

　
　
教
育
次
長　
基
本
的
に

は
中
学
校
で
の
活
動
と
な
る
が
、

総
合
体
育
館
な
ど
を
利
用
し

て
活
動
す
る
際
は
、
中
学
生
の

教
育
の
一
環
と
し
て
、
施
設
の

使
用
料
は
減
免
し
て
い
く
。

児
童
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
受

益
者
負
担

　
　
新
た
に
開
館
さ
れ
る
児

童
セ
ン
タ
ー
で
、
利
用
者
に

使
用
料
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
料

な
ど
、
受
益
者
負
担
を
求
め

る
も
の
は
あ
る
か
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
子
育

て
支
援
に
関
す
る
打
合
せ
を

す
る
場
合
な
ど
の
使
用
料
は

原
則
無
料
で
あ
る
。
ま
た
児

童
セ
ン
タ
ー
が
行
う
イ
ベ
ン

ト
も
無
料
で
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。

問答問答

児
童
生
徒
の
体
力
低
下

　
　
「
全
国
体
力
テ
ス
ト
」本

町
児
童
生
徒
の
結
果
は
。

　
　
教
育
次
長　
令
和
４
年

度
は
概
ね
県
の
平
均
を
上
回

る
結
果
で
あ
っ
た
が
、
愛
知

県
の
得
点
は
全
国
順
位
で
最

下
位
で
あ
る
た
め
、
全
国
平

均
と
比
較
す
る
と
、
町
の
学

校
で
も
平
均
以
下
の
学
校
が

あ
る
。

　
　

体
力
向
上
に
向
け
て
、

家
庭
や
地
域
で
運
動
機
会
の

確
保
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
今
後
、
指
導

実
践
し
て
い
く
こ
と
は
な
に
か
。

問答問

　
　
教
育
次
長　
徐
々
に
で

は
あ
る
が
体
育
や
外
で
の
活

動
が
戻
り
つ
つ
あ
り
、「
全

国
体
力
テ
ス
ト
」の
得
点
が

上
が
っ
た
こ
と
で
、
扶
桑
東

小
学
校
が
県
の「
体
力
づ
く

り
優
良
校
顕
彰
」を
受
賞
し

た
。
小
学
校
で
は
外
遊
び
の

奨
励
、
中
学
校
で
は
部
活
動

の
地
域
移
行
を
進
め
る
う
え

で
、
様
々
な
種
目
の
受
け
皿

を
用
意
し
、
多
く
の
生
徒
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

答

桑政クラブ
大河原光雄　議員

（開館した児童センター「ひまわり」の　こどもプラザ ）
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答

一般質問

パートナーシップ制度導入は

国の動向・近隣市町の状況を注視、研究

誰
も
取
り
残
さ
な
い
社
会
の

取
り
組
み

　
　
生
活
困
窮
者
へ
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
の
活
用
、
住
民
へ

活
動
の
周
知
を
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
は
、
町
と

社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
し

て
い
る
。
今
後
は
、
困
っ
て

い
る
人
は
誰
で
も
自
由
に

持
っ
て
い
け
る
方
法
の
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
へ
発
展
さ
せ
て

い
く
と
と
も
に
、
活
動
内
容

に
つ
い
て
住
民
に
理
解
が
深

ま
る
よ
う
周
知
し
て
い
く
。

　
　
高
齢
者
の
ゴ
ミ
出
し
支

援（
ふ
れ
あ
い
収
集
）の
導
入

の
検
討
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
担
い

手
と
な
る
人
材
の
確
保
が
難

し
い
状
況
で
、
現
在
は
介
護

保
険
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
で
対
応
し
て
い
る
。
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
取
り
組
み
の
中
で
、
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
支
援
の
一

つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
高
齢
者
の
身
寄
り
問
題

が
深
刻
で
あ
る
。
一
助
と
な

る
終
活
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

問答問答問

ノ
ー
ト
の
活
用
を
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
令
和

５
年
度
は
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

へ
書
き
方
の
説
明
会
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　
高
齢
者
向
け
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
が
一
冊
に
ま
と
め
ら

れ
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

で
き
な
い
か
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
令
和

６
年
度
に
向
け
、
作
成
、
配

布
を
検
討
す
る
。

　
　
第
２
次
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当

事
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
多

様
な
性
を
尊
重
す
る
意
識
の

醸
成
を
図
る
こ
と
が
必
要
と

あ
る
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度（
※
）導
入
の
考
え
は
。

　
　
総
務
部
長　
県
内
で
も

１７
市
町
が
導
入
。
制
度
を
周

知
す
る
こ
と
で
住
民
の
意
識

改
革
に
も
つ
な
が
り
、
性
の

多
様
性
へ
の
理
解
が
深
ま
る

と
認
識
す
る
が
、
制
度
に
よ

り
ど
こ
ま
で
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
認
め
る
か
は
自
治
体
や

事
業
者
の
判
断
と
な
る
。
現

在
、
国
が
法
整
備
を
進
め
て

お
り
、
近
隣
市
町
の
状
況
等

答問答問答

を
注
視
し
、
研
究
す
る
。

町
制
７０
周
年
事
業

　
　

７０
周
年
記
念
事
業
の

「
ひ
ま
わ
り
は
な
ば
た
け
」の

跡
地
利
用
は
。

　
　
総
務
部
長　
地
主
の
方

よ
り
７０
周
年
事
業
に
利
用
す

る
土
地
と
し
て
２
年
間
限
定

で
お
借
り
し
た
。
跡
地
利
用

は
考
え
て
い
な
い
。

問答

公明党
佐藤智恵子　議員

（豊山町のパートナーシップ宣誓証明書）

※パートナーシップ制度とは
「各自治体が同性同士のカップルを
婚姻に相当する関係と認め証明書を
発行する制度」のこと。
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答

一般質問

木曽川堤外地の今後の利活用は

公園の一部として検討していきたい

木
曽
川
堤
外
地
と
周
辺
の
利

活
用
に
つ
い
て

　
　
今
年
度
購
入
し
た
山
那

字
大
牧
の
堤
外
地
の
現
状
は
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
木
曽

川
扶
桑
緑
地
公
園
に
隣
接
す

る
今
年
度
普
通
財
産
と
し
て

買
い
入
れ
た
山
那
字
大
牧
の

堤
外
地
は
、（
仮
称
）新
愛
岐

大
橋
建
設
に
伴
う
県
道
小
渕

江
南
線
拡
幅
に
要
す
る
耕
作

土
の
保
管
先
と
し
て
、
環
境

や
景
観
な
ど
考
慮
し
た
上
で

５
年
の
間
、
愛
知
県
に
貸
し

出
す
。
そ
の
後
は
公
園
駐
車

場
と
し
て
の
利
用
を
含
め
検

討
す
る
。

　
　

周
辺
地
域
の「
河
川

オ
ー
プ
ン
化
」を
含
め
た
今

後
の
利
活
用
は
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
周
辺

地
域
の「
河
川
オ
ー
プ
ン
化
」

に
つ
い
て
は
、
治
水
上
、
利

水
上
、
河
川
環
境
上
の
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し
つ

つ
国
土
交
通
省
が
推
進
し
て

い
る
。

上
流
域
の
市
町
で
構
成
さ

れ
る「
木
曽
川
上
流
域
公
園

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」と

問答問答

国
・
岐
阜
県
の
市
町
を
含

め
構
成
さ
れ
る「
木
曽
川
中

流
域
か
わ
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」に
意
見
交
換
や
当
該
地

区
の
整
備
な
ど
を
要
望
し
て

い
き
た
い
。

本
町
小
学
校
の
動
物
飼
育
に

つ
い
て

　
　
本
町
小
学
校
の
動
物
飼

育
の
現
状
と
今
後
は
。

　
　
教
育
次
長　
生
き
物
へ

の
親
し
み
を
持
ち
命
の
大
切

さ
を
実
感
す
る
た
め
、
現

在
、
柏
森
小
学
校
で
イ
ン
コ

問答

1
羽
、
山
名
小
学
校
で
ウ
サ

ギ
2
羽
、
扶
桑
東
小
学
校
で

ウ
サ
ギ
1
羽
を
飼
育
し
て
い

る
。
普
段
は
特
定
の
学
年
の

児
童
が
動
物
の
世
話
を
し
て

い
る
が
、
休
日
、
及
び
長
期

休
業
中
は
教
職
員
や
近
所
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
餌
や
り
等

の
世
話
を
し
て
い
る
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
動
物
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
ち
、
飼
育
に
加
わ

れ
な
い
児
童
へ
の
対
応
、
動

物
愛
護
の
観
点
か
ら
学
校
の

飼
育
は
適
さ
な
い
と
い
う
意

見
と
と
も
に
、
休
日
や
長
期

休
業
中
の
世
話
は
、
教
職
員

へ
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
働
き
方
改
革
の
観
点
か

ら
も
、
動
物
飼
育
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
の
は
難
し
い
と

考
え
る
。

桑政クラブ
兼松伸行　議員

（木曽川堤外地の現在）
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答

一般質問

　
　
防
犯
灯
の
新
旧
の
割
合

は
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
防
犯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灯(

街
路
灯)

の
新
旧
の
割
合

に
つ
い
て
は
、
現
在
町
内
に

は
、
２
４
６
７
基
の
街
路
灯

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

内
２
月
末
現
在
、
１
１
１
２

基(

45
％)

が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
灯
具
の
損

傷
、
球
切
れ
、
照
度
不
足
等

の
修
繕
が
あ
り
次
第
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
交
換
す
る
。

　
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
今
後
の
予

定
は
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
今
年

度
、
２
月
末
現
在
で
交
換
状

況
は
２
９
７
基
と
な
っ
て
い

る
。
令
和
５
年
度
予
算
に
お

い
て
、
４
９
０
基
の
交
換
予

定
で
あ
る
。
令
和
８
年
度
で

全
て
の
街
路
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

の
予
定
。

　
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
こ
と
で

よ
い
点
は
。

　
　
産
業
建
設
部
長　
令
和

２
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
め

て
お
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
寿
命
は

10
年
以
上
と
長
く
交
換
件
数

は
減
少
し
て
い
く
と
考
え
る
。

問答問答問答

地
下
道
の
維
持
・
点
検
は

　
　
管
理
体
制
は
。

　
　
教
育
次
長　
通
路
の
安

全
性
と「
文
化
の
小
径
」の
経

路
と
し
て
の
快
適
性
は
重
要

と
認
識
を
し
て
い
る
。
今
後

は
、
定
期
的
に
週
１
回
の
掃

き
掃
除
、
必
要
に
応
じ
て
蜘

蛛
の
巣
除
去
等
を
実
施
す
る
。

設
備
面
で
は
手
す
り
部
分
の

問答

再
塗
装
及
び
、
照
明
器
具
の

交
換
に
つ
い
て
、
現
在
計
画

し
、
年
度
末
ま
で
に
完
了
を

予
定
し
て
い
る
。
文
化
会
館

と
し
て
、
今
後
も
適
正
な
管

理
を
実
施
す
る
。

　
　
防
犯
ベ
ル
設
置
は
。

　
　
教
育
次
長　
地
下
道
に

お
い
て
犯
罪
・
不
審
者
情
報

の
大
き
な
事
案
は
生
じ
て
い

問答

な
い
が
、
設
置
に
つ
い
て
は

適
時
、
防
犯
を
所
管
す
る
総

務
課
、
道
路
管
理
者
で
あ
る

愛
知
県
、
犬
山
警
察
署
と
の

協
議
を
実
施
し
て
、
設
置
の

判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
生
活
支
援
は
　

　
　
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
助
成
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
令
和

４
年
12
月
議
会
に
て
、
答
弁

し
て
い
る
が
、
補
聴
器
の
購

入
費
助
成
を
し
て
い
る
市
町

は
、
県
内
で
は
稲
沢
市
、
犬

山
市
、
設
楽
町
の
３
自
治
体

で
あ
る
。
医
師
に
よ
る
診
断

や
治
療
な
ど
の
た
め
に
必
要

な
補
聴
器
を
購
入
し
た
場
合
、

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
補
聴

器
購
入
の
助
成
事
業
に
つ
い

て
、
現
在
も
検
討
し
て
い
る

が
、
今
後
も
当
町
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
つ
つ
、
各
市
町
の

実
施
状
況
も
確
認
し
取
り
組

ん
で
い
く
。

問答問答

４５％がLED化となっている

町内の防犯灯は

日本共産党
荒木孝三　議員

（蛍光灯） （LED）
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答

一般質問

　
　
現
在
の
保
護
者
負
担
は
。

　
　
教
育
次
長　
平
成
28
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
の
学
校

給
食
費
は
、
食
材
料
費
と
し

て
、
１
食
当
り
小
学
校
２
４�

０
円
、
中
学
校
２
７
０
円
を�

保
護
者
負
担
と
し
て
い
る
。�

通
常
は
、
小
学
校
は
月
額
約�

４
２
９
９
円
、
年
４
万
７
２�

８
０
円
、
中
学
校
は
そ
れ
ぞ�

れ
約
４
８
３
６
円
、
５
万
３�

１
９
０
円
で
あ
る
。

　
　
近
隣
市
町
の
給
食
費
補

助
の
動
向
は
。

　
　
教
育
次
長　
大
口
町
は
、

学
校
給
食
費
の
２
分
の
１
を

問答問答

補
助
、
江
南
市
は
、
小
中
学

校
と
も
に
20
円
を
増
額
し
改

定
分
を
１
年
間
公
費
負
担
。

岩
倉
市
は
、
第
３
子
以
降
無

償
化
を
継
続
、
小
中
学
校
と

も
に
30
円
増
額
。
犬
山
市
は
、

第
３
子
以
降
無
償
化
を
継
続

し
、
令
和
５
年
９
月
よ
り
小

学
６
年
生
・
中
学
３
年
生
の

学
校
給
食
費
の
無
償
化
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
当
町
の
姿
勢
は
。

　
　
教
育
次
長　
児
童
生
徒

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
を
継
続
。
令
和

５
年
度
か
ら
１
食
20
円
の
増

問答

額
改
定
を
行
う
が
、
令
和
５

年
度
の
増
額
分
は
町
が
負
担

す
る
こ
と
に
よ
り
、
で
き
る

限
り
保
護
者
負
担
を
軽
減
し
、

給
食
を
提
供
す
る
。

チ
ョ
イ
ソ
コ
ふ
そ
う
は

　
　
実
証
運
行
で
浮
上
し
た

問
題
点
の
解
決
は
。

　
　
総
務
部
長　
チ
ョ
イ
ソ

コ
ふ
そ
う
の
本
格
運
行
に
向

け
て
予
約
不
成
立（
３
ヵ
月

で
21
件
）に
関
し
て
は
、
利

用
者
の
不
満
が
大
き
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
運
行
時
間
・

運
行
日
と
費
用
対
効
果
を
考

え
、
運
行
車
両
の
増
台
を
検

討
す
る
。
運
行
業
者
の
労
働

環
境
に
つ
い
て
は
、
ト
イ
レ

休
憩
・
食
事
休
憩
な
ど
ア
イ

シ
ン
・
犬
山
タ
ク
シ
ー
と
連

携
し
て
、
乗
務
員
の
健
全
な

労
働
環
境
を
確
保
し
て
い
き

た
い
。
停
留
所
及
び
道
路
環

境
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、

停
留
所
位
置
の
変
更
や
迂
回

ル
ー
ト
を
検
討
し
、
安
全
な

運
行
に
努
め
る
。

問答

保
育
士
の
配
置
基
準
は

　
　
国
の
配
置
基
準
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
保
育

士
１
名
に
つ
き
、
０
歳
児
３

名
、
１
・
２
歳
児
６
名
、
３

歳
児
20
名
、
４
・
５
歳
児
30

名
で
あ
る
。

　
　
当
町
の
現
状
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
保
育

士
１
名
に
つ
き
、
０
歳
児
３

名
、
１
歳
児
５
名
、
２
歳
児

６
名
、
３
歳
児
20
名
、
４
・

５
歳
児
30
名
で
あ
る
。
１
歳

児
に
つ
い
て
は
国
の
基
準
を

上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
加

配
保
育
士
や
フ
リ
ー
保
育
士

を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
ク

ラ
ス
の
状
況
に
合
わ
せ
て
保

育
士
を
複
数
に
し
て
配
置
し

て
い
る
。

　
　
ふ
さ
わ
し
い
保
育
士
確

保
の
た
め
に
は
。

　
　
健
康
福
祉
部
長　
ク
ラ

ス
担
任
は
、
国
の
基
準
を
遵

守
し
て
配
置
。
加
配
保
育
士

は
、
支
援
の
必
要
な
園
児
に

は
療
養
手
帳
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
配
置

し
て
い
る
。
今
後
も
ゆ
と
り

あ
る
保
育
に
努
め
る
。

問答問答問答

保護者負担の軽減に努める

学校給食費補助の拡大を

日本共産党
髙木義道　議員

（学校給食共同調理場）



令和４年度議会改革特別委員会の主な活動
※議会運営部会
・議会委員会条例の一部改正（機構改革に伴う常任委員会の見直し）
・議会先例集一部見直し　　　　・規律等について議会会議規則の一部改正
・予算決算特別委員会の設置　　
・議会災害対策会議設置要綱及び指針についての検討
※広報広聴部会
・町民との意見交換会の協議検討　　・議会映像配信の協議　・タブレット勉強会
※町制７０周年記念事業企画推進会議
・次世代につなぐ若者のフリースピーチの開催

6月定例会の日程（予定）
6月  2日(金) 開会・提案説明
6月  8日(木) 一般質問
6月  9日(金) 一般質問
6月12日(月) 議案質疑
6月13日(火) 福祉教育常任委員会
6月14日(水) 総務経済常任委員会
6月21日(水) 委員長報告・討論・採決・閉会
場所：扶桑町役場２F議場　時間：午前９時30分から

（日程は変更になることがあります）

お　知　ら　せ

「会議録検索システム」インターネット配信
扶桑町役場ホームページで議会会議録を�

インターネット配信していますので、ご利用ください。
扶桑町役場

ホームページ
↓

扶桑町議会
↓

扶桑町議会
会議録検索システム

●3月定例会分は、6月2日に更新を予定しています。
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小田浩史さん（40）　南山名岩石在住　会社員

私は扶桑でプロギングとゴミ拾い活動を実施し
ており、扶桑が日本一綺麗なまちになるのを夢見
て日々清掃活動を実施しております。
プロギングとは、ジョギングしながらゴミ拾い
をするという新しいフィットネスです。扶桑でも
多くの方に知っていただくため、先日プロギン
グイベントを開催し、地域の方々と一緒に楽しく、
たくさんのゴミを拾うことができました。今後も
活動を通じて地域の方々と楽しく綺麗なまちづく
りに寄与できたら良いなと思っています。

伊藤恵理さん（51）　高雄定松在住　介護職員

１６歳からアルバイトがきっかけで、扶桑町の温
かな皆様にお世話になり様々な経験をさせてい
ただき、たくさんの人とのご縁の中で成長させて
貰っています。
地域学校協働活動推進員、傾聴、認知症サポー

ト、まちづくりなどのボランティア活動を通して、
大好きな扶桑町が住みやすく居心地良い優しいま
ちとなりますよう、私の力が皆様のお役に少しで
も立てるのなら、朗らかな気持ちで寄り添いたい
です。

☆キラリ☆　　まち人 紹介　　期待しています


